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現
在
ま
で
、
華
岡
冑
洲
自
筆
の
医
学
書
と
さ
れ
て
き
た
書
物
は
、

天
理
図
書
館
所
蔵
の
乳
巖
治
験
録
の
み
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ

た
万
病
一
毒
之
説
と
い
う
書
物
は
、
札
幌
華
岡
本
家
所
蔵
の
春
林

軒
家
塾
本
の
中
か
ら
、
故
宗
田
一
先
生
が
新
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

天
理
図
書
館
所
蔵
本
以
外
で
は
初
の
華
岡
冑
洲
自
筆
本
で
あ
る
。

そ
の
発
見
は
朝
日
新
聞
の
全
国
版
に
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

も
の
の
、
そ
の
内
容
は
解
読
さ
れ
な
い
ま
ま
経
過
し
て
き
て
い
る
。

本
学
会
で
は
そ
の
文
意
を
解
読
し
、
解
説
を
加
え
た
い
・

世
人
以
一
毒
見
一
箇
之
事
爲
人
身
所
固
有
之
毒
愚
按
此
説

誤
也
一
毒
之
一
總
一
之
一
而
飛
一
箇
之
一
其
例
如
左
説
文
説

文
日
初
大
始
道
立
於
一
造
分
天
地
化
成
萬
物
大
學
自
天
子
以

至
於
庶
人
壹
是
皆
以
脩
身
爲
本
史
記
禮
害
總
一
海
内
前
漢
書

描
窪
光
傳
作
總
壹
又
一
二
三
作
壹
試
参
又
梵
書
有
萬
法
一
心
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華
岡
青
洲
自
筆
萬
病
一
毒
之
説

▲
で
Ⅱ
凸

古
両

一
ら
Ⅱ
Ⅱ

橋

均

之
語
是
亦
一
對
於
萬
總
一
之
一
也
今
不
暇
枚
學
其
他
押
可
知

萬
病
一
毒
之
説
の
書
き
下
し
文
は
後
記
の
ご
と
く
な
る
。
世
人

は
、
一
毒
を
以
て
一
箇
の
事
と
見
、
人
身
の
固
有
す
る
所
の
毒
な

り
と
爲
す
。
愚
、
按
ず
る
に
、
此
の
説
は
誤
れ
る
な
り
。
「
一
毒
」

の
「
こ
は
「
總
一
の
こ
に
し
て
、
而
し
て
．
箇
の
こ
に

あ
ら
ず
。
其
の
例
は
左
の
如
し
。
「
説
文
」
に
曰
く
「
初
め
大
始
に
、

道
に
一
に
立
ち
、
天
地
を
造
文
し
、
萬
物
を
化
成
す
」
と
。
「
大
學
」

に
、
「
天
子
よ
り
以
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
壹
に
こ
れ
、
皆
、
脩
身

を
以
て
本
と
爲
す
」
と
、
「
史
記
」
禮
書
「
海
内
を
總
一
す
」
と
。

「
前
漢
書
」
雷
光
傳
に
は
「
總
壹
」
に
作
る
。
又
た
「
一
二
三
」

は
「
壹
弐
参
」
に
作
る
。
又
た
、
梵
吉
に
「
萬
法
一
心
」
の
語
あ

り
。
こ
れ
ま
た
「
こ
を
「
萬
」
に
對
し
、
「
總
一
の
こ
な
り
。

今
、
枚
筆
に
暇
あ
ら
ず
。
其
の
他
は
押
し
て
知
る
べ
し
。

現
在
語
訳
で
は
、
世
の
人
々
は
、
「
一
毒
」
な
る
概
念
を
、
一
箇

の
事
象
と
見
な
し
、
そ
れ
を
ば
人
の
身
体
に
固
有
す
る
毒
で
あ
る

と
見
な
し
て
い
る
。
私
ど
も
が
考
え
る
に
、
こ
の
説
は
誤
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
．
毒
」
の
「
一
」
は
「
總
一
」
の
「
こ
で
あ

っ
て
、
「
一
箇
」
の
「
こ
で
は
な
い
。
そ
の
用
例
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。
「
説
文
」
に
、
「
初
め
の
大
始
に
、
道
は
一
に
立
ち
、
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
華
岡
青
洲
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
医
学

者
と
し
て
、
極
め
て
教
養
人
で
あ
り
、
医
学
の
み
な
ら
ず
、
儒
学

も
引
用
し
解
説
し
て
い
る
。

華
岡
胄
洲
は
、
吉
益
東
洞
の
子
息
、
吉
益
南
涯
の
弟
子
に
あ
た

る
。
「
萬
病
一
毒
之
説
」
は
、
華
岡
青
洲
自
筆
本
で
あ
り
、
門
人
が

吉
益
東
洞
の
提
唱
し
た
「
萬
病
一
毒
論
」
の
解
説
を
求
め
て
き
た

た
め
、
自
分
自
身
で
古
典
文
学
の
文
章
を
引
用
し
解
説
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
書
物
を
解
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
華
岡
青
洲
が
儒
学

に
深
く
通
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
中
で
も
「
説
文
」
、
「
大

學
」
、
「
史
記
」
禮
書
、
「
漢
書
」
毒
光
傳
中
の
文
章
を
引
用
し
て
解

説
し
て
い
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
梵
害
「
大
乗
記
信
論
」
さ
え

推
し
て
知
る

天
地
を
造
分
し
、
萬
物
を
化
成
す
」
と
あ
り
、
「
大
學
」
に
「
天
子

よ
り
以
て
庶
人
に
至
る
ま
で
、
壹
に
こ
れ
、
皆
、
脩
身
を
以
て
本

と
爲
す
」
と
あ
り
、
「
史
記
」
禮
書
に
「
海
内
を
總
一
す
」
と
あ
り
、

「
前
漢
書
」
室
光
傳
に
は
「
總
壹
」
に
作
っ
て
い
る
。
ま
た
コ

ニ
三
」
は
「
壹
試
参
」
に
作
る
。
ま
た
、
梵
害
に
は
、
「
萬
法
一
心
」

の
語
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
「
こ
を
「
萬
」
の
対
に
し
て
お
り
、

「
總
こ
の
「
一
」
で
あ
る
。
今
、
枚
挙
に
暇
な
い
。
其
の
他
は

ザ、司

し－
01

や
仏
典
に
ま
で
も
通
じ
て
お
り
、
そ
の
知
識
の
深
さ
に
感
心
さ
せ

ら
れ
る
。
本
年
「
萬
病
一
毒
之
説
」
以
外
の
華
岡
青
洲
自
筆
本
が

発
見
さ
れ
た
。
次
の
学
会
で
は
、
こ
の
「
丸
散
便
覧
序
」
に
つ
い

て
い
る
序
文
に
つ
き
報
告
し
た
い
。
最
後
に
、
本
資
料
を
ご
提
供

い
た
だ
い
た
札
幌
華
岡
青
洲
博
士
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

（
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）


